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「あ きらめ」の意味 に関す る一研 究(2)

一 「あ き らめ」概念 の 「切 る」 もの としての意味一

稲 月 聡 子

腰 旨】

本研究では、質問紙調査および補足的インタビューにおいて、自身の身体的な病気を最も重大な 「あきらめ」体

験であると回答した方の結果をもとに、その語りからみられる 「あきらめ」概念の 「切る」ものとしての心理的意

味について、辞書的定義である 「明らめ」及び 「諦め」との比較考察を行なった。「明らめ」については、体験の

多くは悲 しみや辛さと言った情緒的反応を伴うが、それは 「あからめていくこと=知 ること」のためであり、知っ

た後は知る前には戻ることができないと言う悲劇性にも関連 しているのではないかと考察 した。また、「諦め」に

ついては、あくまでそれを目標としながらも 「諦め」ないことが、「あきらめ」 を心の中に抱えてい く上で必要で

あることが示唆された。さらに、「あきらめ」体験を含め、臨床場面で 「語り」を 「物語」として捉える際に、そ

れが 「美 しいだけの物語」となること、嘘や虚構に終わることの危険性 を述べた。最後に 「あきらめ」とは、「あ

きらめなくてはならない自分=見 にくい(醜 い)自 分」を見ていくことでもあるということから、昔話のモチーフ

の一つである 「見るなの禁止」との関連について今後の研究の方向性を探った。

1.は じめに

「あ きらめ」 とい う言葉は、悲嘆研 究において悲嘆のプロセスの1段 階 とされたり(Deeken1984)、 自

己受容 における重要な概念であるとされるなど(上 田1996)、 様 々な心理学的研 究において、その重要

性が指摘 されているものである。 また臨床心理学において も、 日本語の臨床心理学的意味 を考 える 「日本

語臨床」においてもキーワー ドとして取 り上げ られてお り(北 山1996、1997、1999)、 その重要性が論

じられている言葉である。川上(1996)は 、臨床場面を関係体験の場 と考 え、 クライエ ントの語った言葉 を

重視 した事例 を通 して 「恥感覚の体験か らあ きらめ体験への移行」(1996、168頁)と い うプロセスについ

て検討 を行 っている。 クライエ ン トが 「その時その場」の感覚 を言葉 に出来 るようになり、最終的には

「つ まらない自分」 を認 め、 これに対 しての恥やおびえを言語化す るようになったこの事例 を通 して、川

上は 「諦める」 ことの重要性を以下のように述べている。「こうして、 日常 の人間関係 が必ず しもクライ

エ ントを脅かす ものではな くなっていった中で、彼は 『〈恥 〉を捨てる』のではな く、『恥ずか しい自分

をく諦める〉』ようになっていった。 自分 とい うものを長い間かけてく明らか〉に していったクライエ ン

トがようや くく諦め〉の境地に一歩踏み入れることになったのである。」(178頁)こ の例か らも分かるよ

うに、臨床事例の中で、「あ きらめ」る ことができることは、一つの到達点であるように も言及 されるも

のである。

筆者は 「あきらめ」 という言葉をキーワー ドに、その言葉 に個々の体験か らどのような意味が付与され

てい くのかを考 えることを目的とした研究 を行ってい く中で(稲 月2001a,2001b)、 「あ きらめ」体験に

みられる 「あ きらめ」 とい う概念には、臨床心理学的見地か らみると 「つな ぐ」 もの としての意味 と 「切

る」 もの としての意味があることに着目し、昨年の年報(稲 月2002)で は、イ ンタビュー調査 にみられ

た 「あ きらめ」体験の語 りの中で、現在は過去の 「あきらめ」体験が どのような形 になって心の中に もた

れているのかを検討 した。その中では当時 を振 り返ると過去の 「あきらめ」体験は、「あの時…… してい

たらどうなっていただろう」 とい う仮定法過去の形で現在の人生の中で 「生 きられなかった人生」の物語

として抱えられ、現在の視点から再構成 を何度 もされなが ら、過去の体験 と現在の自分 を結 んでいること

が見出され、これ を 「あきらめ」 とい う概念 にお ける 「つなぐ」 もの として とりあげた。その中での 「あ

きらめ」 とは、到達点の一つの形 として語 られるものである一方、人生の中で何度 もくり返 し想起 され、
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また新たな意味付けをな されるといった、いつでも動 きを含んでお り、現在は生 きられていない人生 とい

う意味では死んだものでありなが ら、何度 も新たな意味付 けをされて、新たな命を得て生 まれてい くもの

で もあるとして捉えることがで きた。

本稿では、昨年の 「つなぐ」 ものとしての 「あきらめ」の心理的意味に続 き、その両義性の一方である

「切る」 ものとしての心理的意味について、自由記述や補足的インタビュー調査 でみ られた語 りを もとに

して検討することを目的 とする。今回対象 とするのは、調査の中で自身の病気 を 「あ きらめ」体験 として

あげられた5人 の方の自由記述お よび補足的インタビューである。 これは、臨床心理学的に 「あ きらめ」

とい う概念 をより詳細に検討 してい くための対象選択である。臨床場面でお会いす る方々は、何 らかの悩

みを抱 えてその場へやってこられる。それは一般 に 「心の病」 あるいは 「心の傷」 と呼ばれるようなもの

であることが多いが、身体 と心は二元的 に述べ られるものではなく、摂食障害 をは じめとする心身症 など

において、その両方 を心理臨床で考えてい くことの必要性 は周知の もの となっている。本稿 における調査

は一般の方 を対象 にした ものであ り、心理療法の対象 となるような精神科的疾患やそれに類する ものは

「あ きらめ」体験 においてあげられなかったが、身体 における病気においても、特 にそれが慢性的疾患や

完治が難 しい ものである場合、それ を気持 ちの上で どう整理をつけてい くかは、臨床心理学的に検討する

対象 となるべ きものであると思 われた。その中で、「あ きらめ」体験 にみ られる 「あ きらめ」の意味 と、

辞書的定義である 「明 らめ」お よび 「諦め」の相違点の検討を行ない、その中で 「あ きらめ」概念におけ

る 「切 る」 ものとしての心理的意味についての考察 を行いたい。

2.方 法

本調査の概 要については、最近他の ところで述べ たことがあ るので、詳細 はそちらにゆず り(稲 月

2002)、 本稿では今回検討の対象 とする方に関係することについてのみ報告す る。

(1)調 査 対象者

23～87歳 の男女(男 性11名 、 女性55名)66名(平 均 年齢45.2歳)の うち、自身の病気 を最 も重大な

「あ きらめ」体験 としてあげ られた女性5名(平 均年齢48.0歳)。 自身の病気を最 も重大な 「あ きらめ」

体験 としてあげ られたのはこの5名 のみであった。

(2)調 査 時期

2000年10月 ～11月 。

(3)調 査 方法

友人 ・知人を介 しての質問紙配布を経 て、質問紙 による調査をまず行 った。その中で質問紙配布時に

同時 にインタビュー調査への協力 を依頼 し、了解 を得た方を対象者 として、質問紙の自由記述 について

詳 しく伺 う半構造面接 とした。質問紙の補足が 目的であつたため、質問紙に書かれたことをもとにイン

タビューを行 っている。対象 とした方は趣味 の教室の参加者、ホス ピスの患者、老人ホームの入居者な

ど多岐に渡ってお り、インタビューは筆者の自宅、対象者の自宅、病院な どで、二人だけで話が出来る

形をとって行われた。本稿で取 り上げた方たちに関 しての面接時間は平均30分 程度であ った。

(4)調 査 の内容

① 自分にとって重大な 「あきらめ」体験の有無

②体験 の内容

「ない」 と答 えた方の場合は 「あ きらめ」 についてのイメージやその人 なりの定義をお聞きし 「あ

きらめ」体験の内容 における選択項 目として設定 したライフイベ ン トをいかに体験 したかを回答 して

もらった。

「ある」 と答 えた方の場合、質問紙に沿って、体験の頻度、もっとも重大だと思われる体験を順に

3番 目まで選んでいただいた。その後それぞれの体験 について、体験 の内容 、時期 を選択項 目から回

答 していただ き、体験の内容 について詳 しい話 を伺 った。

なお、体験の頻度は 「一度」 「たまに」「しばしば」「いつ も」の4項 目からの選択 と し、体験内容の選
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択項目としては 「引越 し」「老い」.「死」「受験」「親」「恋愛」「病気」「就職」「結婚」「仕事」「子 ども」

「才能」「容姿」「進路」「友だち」「その他」の16項 目を用意 した。 また、その中で 「あ きらめ」体験

について、今振 り返 ってどう感 じるかについても回答をお願い した。

③ 「あ きらめ」 とい う言葉 をどういう意味だと考 えるか

自由記述をもとに、思うところを自由に述べてもらった。

3.結 果

以下に、 自身の病気 を最 も重大な 「あ きらめ」体験 としてあげられた5人 の方(全 員女性)に ついての

結果を、質問紙 に記入 されたことをもとに語 られた内容 を抜粋 しなが ら具体例 として示 したい(年 齢はイ

ンタビュー当時の ものであ り、〈〉内は調査者の言葉である。 また、プライバシーに関する記述に関 して

は一部省略 ・変更を加えてある。 また、病気に関 しては自発的な発言の範囲に限 り、調査者の方から詳細

に尋ね ることは行 っていないため、Bさ んやDさ んの病気の詳 しい内容 はわか らない)。

(1)Aさ ん(44歳 女 性)

① 「あきらめ」体験の頻度:た まに

② 「あきらめ」体験の内容

(a)最 も重大な 「あ きらめ」体験 二本人の病気

突発性難聴 ということが診断され、治療の結果これ以上には回復 しないといわれたこと。

「最初は突然。その時 は、学校 と主婦 と仕事の3つ を抱えていた頃だったんだけど。そんな時に回復 し

ない といわれて。これで仕事 は出来ない と思った。で も、同 じように病気を持っている先輩の話を聞

いて、それが きっかけでやれるかも、と思った。最初は敏速な判断が出来ないかもしれない と思った

から。何年か前のことだけど、段 々でも、それに慣 れて きて、完全 には出来ないけ どそれはそれな り

に出来 るかもしれない と思 うようになった。流 れに乗っていると今 になったという感 じ。で も、正直

学校のお金 も無駄にするの勿体無かった(笑)。 せ っか くしんどい思い して3役 やってきたのに。<今

振 り返って?〉 う一ん、言葉では難 しい。自分で はどうしようもなかったという感 じかな。『起 こっ

た事』だからどうしようもない。辛い事だとは思 うけど、で も、仕事は出来てるか ら。出来なかった

ら違 っただろ うけど。」

(b)2番 目に重大 な 「あ きらめ」体験:仕 事

「(仕事の昇進)試 験 を初めて受けた時、自分は一生懸命 した結果駄 目だった。 自分 にとって今考

えれば、そう大 きなことではないか もしれない。私には合わんかな、 とも思 とった し。一生に一度の

チ ャンス とい うわけで もな くて、また受けられるし。また、勉 強 して受けようか と思ってます。」

(c)3番 目に重大な 「あきらめ」:子 ども

「子 どもはどう してももう一人欲 しかった。 これ も病気 なんですけ ど、病気やか ら仕方 ないけど、

で も今で ももう一人欲 しいなという気持 ちはある。」

③ 「あきらめ」の意味:し ょうがないと思 う。

(2)Bさ ん(26歳 女性)

① 「あきらめ」の頻度:た まに

② 「あきらめ」の内容

(a)最 も重大な 「あきらめ」の内容:自 身の病気

「〈何 をあ きらめた?〉 病気 じゃなかった時の ことです。病気がなかった時のこと。病気 じゃなか

ったらもっと他の可能性 もあったのにって。 病気 も、治 って しまえば良いんですけど、治 って しま

わないか ら。あ きらめない と仕方がないかな。〈今振 り返 って?〉 自分一人のせい じゃない。で も、

あんまり言 うと親がかわいそうかな,と 思 う。まあ、言 って も仕方がないかな とも思 うし。自分には
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辛いことだったけ ど、周 りが見えるようにな りま した。そ したら、周 りの辛 さも分かって くる。自分

だけではないんだな、 と。そうすると、仕方がないかな、 と。」

(b)2番 目に重大な 「あ きらめ」の内容:進 路

「病気が一つの原因になって、進路 を変更 しました。それがなかったら、もっと広 く選べたと思 う。

変更する前の進路 をあきらめました。意地 になって、無理 に病気のせ いにしてあ きらめた。 広い視

野でその時見れた ら違ったのか もしれないけど、その時は余裕がなかった。どこか に逃げたかったの

か もしれないですね。あ きらめたら自分が楽になった。」

(c)3番 目に重大な 「あ きらめ」の内容:仕 事

「これは、前の二つ と重みが違 うんですけ ど、一応書 いちゃいま した。雇用条件 とか、そういうこ

となんですけど。現実と理想の違いかな。対人関係 もあるし。で も、今 は流れに任せて とい う感 じで。

何 となくあ きらめてる感 じです。」

③あ きらめの意味

仕方が ない ・自分一人では どうしようもない こと

(3)Cさ ん(50歳 女性)

① 「あきらめ」体験の頻度:一 度

②最 も重大 な 「あ きらめ」体験の内容:自 身の病気

「子 どものおたふ く風邪が移って、数 日の間に片耳の聴力がゼロになって しまい ました。20年 近 く

前の話です。18000人 に1人 なんだって。 うつ らないように、予防を考えてすぐに近 くの病院に行った

んですけど、おたふ く風邪の予 防注射はない といわれて。そこにはない と、言 う意味やったんか もし

れんけど、それで予防 しなかったんです。その後の処置 も遅かった。いろんな病院回って、私 として

は最:善をつ くしたつ もりですけど。処置の仕様が無い と言われて。今で も、全然外見か らは分か らな

いでしょう。で も、近所の人から話 しかけられた時 とか、聞こえない側から話 されるとよく分か らな

くて。でも、何度 も聞き返すのもためらっちゃって。たまにとんちんかんな返答 してるんです。そう

い うの、やっぱり辛いんです よね。慣れたんですけど。やっぱ り今で も、何か少 しずつでも聴力が戻

って くるのではないかな、とか思ったり。で も、子 どもじゃなくて良かったとも思 う。交通事故にで

も遭 ったと思 ってあ きらめて ます。〈今振 り返 ってみて?〉 自分 自身が しっか りしてなかったと思い

ます。自分を責めて しまう。処置が早かった らとも思 う。今 も、家族 にすご く迷惑かけてるからやっ

ぱ り悪いなあ、と思 う。」

③ 「あきらめ」の意味

「自分 に言い聞かせ る。それと、一歩前進する。 これが置ヵ・れた状況だからと思 って開き直 るとい

うか、居直るというか。」

(4)Dさ ん(26歳 女性)

① 「あきらめ」体験の頻度:一 度

②最 も重大な 「あ きらめ」体験の内容:本 人の病気

「感染症の病気で、日常生活 には支障が無いけど、子 どもの頃か らプールやその他いろんなことを

制約 されて、今後 も出産時な どに影響があると思 います。で も仕方ないな、て程度。 もう物心つい

た時 にはこの病気だったので。入院 した り。治療の為にお灸に通 った り。何で自分 だけこんなことす

るんだろう、 と思ってました。で も、大人になって調べて、ああ、そういうことだったのか、 と。何

となく嫌がられるというか、差別 と言 うか、そ うい うのがあるのもこの病気のせいなんだ、と。<今

振 り返ってみて?〉 病気 になったのは分別の無い頃なので、後でそうい う知識 を知 った時、ショック

で したけど、選択の余地はなかった。自分の望んでる事ではないし、嫌ですけど。で も、努力 して ど

うなるもんで もない し、直せ るものではないですか ら。」

③ 「あ きらめ」の意味

「日常で大な り小 なりあることで特別ではない。変えられることは 「あきらめ」 じゃないと思 う。



「あきらめ」の意味に関する一研究(2)一 「あきらめ」概念の 「切る」ものとしての意味一 239

どうにもな らない事を受け入れる時、『あきらめ』る。変 えられない事 に使 うような感 じ、あ ります。

選択する時 も 『あ きらめ』る、『あ きらめ』ないがあると思 うけど。」

(5)Eさ ん(68歳 女性)

① 「あ きらめ」体験の頻度:た まに

② 「あ きらめ」体験の内容

(a)最 も重大な 「あ きらめ」体験の内容:本 人の病気

私の人生 も終わ りだ と思った。

「ふざけていますが。〈何 をあきらめた?〉 命。生 きる事、 仕事、人 との付 き合い。私はガンの

末期で して、 もう終わったなと。人生の全 てが終 わりだと思った。あ きらめない と仕方ないと。元気

な間に(死 に関 して)自 分のことは しゃべ ってま したので。いよいよ来たかと。 怒ることはないで

す。自分の病気 だから怒 りません。で も、悲 しいです。後 に入った方がどんどん亡 くなっていかれま

す。だか ら、車椅子で食事 を取れることとか、現在の中で幸せ を感 じてい ます。健常者 とは違います

から、いつかは遠からず訪れます。で も、気に しない。私は どれだけ生 きるか記録 を作 りたい。 自分

の病気だから、専門家に任せて。このこと(ガ ン)は 子 どもだけが知っています。お見舞いに来て く

れた方 にも、あちこち痛い事 とかは言 うんですけど、一番恐ろしいガンの話 はいたしません。家族が

支 えにな ります。別れるたびに、 もう一度会えるかな と思いなが らバ イバ イと言い ます。(病 気は)

誰 に託すことも出来 ないです から。悔い られん。仕方な くあきらめる。必 ず誰 しも来る もの。 今 、

良かったと思うことは、子 どもの愛を確かめることが出来たことです。娘が しょっちゅう来て くれる

んです。こうい うことが無かったら、知 らなかったか もしれない。お母 さんは満足 していけると。愛

の存在 を確かめ られて、満足 していると。」

(b)2番 目に重大な 「あきらめ」:引 越 し

「田舎からこっちへ来たんですけど。シ ョックで した。大変広い庭があ りまして、花 もきれいに し

ていたんです。 やむを得ずですが。植物がい っぱいあった。あんな花、 こんな花、ありました。あ

の庭が。」

③ 「あ きらめ」の意味

「私 にとって 『あきらめ』は、小 さい ものの連続です。幸せ よりもあきらめの方が多い。それ をみ

んな乗 り越 えていった。た くさんrあ きらめ』はあ りますが、い?ま でもくよくよしません。 くよく

よしないために 『あ きらめ』るんで しょう。前へ進んでいか ない。人 も恨 まない。深 く落 ち込 まな

い。 人を憎むあきらめはあ りませ ん。あ きらめに暗いイメージを持つことはあ りません。明る く展

開してい くことだと思 います。」

4.考 察

本章で は、前章の5人 の女性の 自由記述 および補足的イ ンタビュー.をもとに、彼女たちの 「あ きらめ」

体験にみ られる、「あ きらめ」概念における 「切る」 もの としての意味 を考えてい きたい。「あ きらめ」 に

は、「明 らめ」 と 「諦め」の二つの辞書的意味があるが、 ここではこの 「明 らめ」および 「諦め」の意味

と、彼女たちの体験 にみられる 「あ きらめ」の意味 についての相違点を考え、その中で 「切る」 もの とし

ての意味 を検討 していこうと考 える。

(1)「 あ きらめ」の辞書による定義

まず辞書的意味 を確認 してお くと、「あ きらめ」 とは、「あ きらめる」の名詞形であるが、この 「あき

らめる」 には 「明 らめる」 と 「諦める」の2つ がある。 まず大辞泉によると 「明 らめる」 には 「①事情

や理由を明らかにする、はっ きりさせる,② 心を明る く楽 しくする、気持ちを晴れやかにする」の意味

がある(松 村1998)。 次 に、「諦める」 には 「あきらめ るζと、断念すること」の意味があ り、この定

義 は大辞林(松 村1999)、 集 英社国語辞典(森 岡他2000)な ど多 くの辞典でほぼ同 じように記 され
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ている。国語大辞典新装版(市 古他2000)で は、「諦める」は、「明 らめる」か ら転 じた語で、「道理

を明らめて断念する意」 となってお り、「仕方がないと思 い切る、断念する」 と記 されている。大辞泉

では 「あきらめる」 と 「思い切る」の用法の違いが紹介 されているが、望むことがかなわないことが分

かって望むのを止める意の場合は、「あきらめる」 のみが用いられ、「思 い切 る」 は積極的に行 なう、覚

悟 として行な う意があるとされている。

また、旺文社古語辞典(松 村1991)で は 「明 きらむ」は 「① 明 らかにす る、理由や不審 を究め知る、

つまびらかにする②事実 をはっきりさせる、事実 を告げ知 らす、弁明す る③心の中を明る くする、晴れ

晴れす る」 と、「諦む」は 「明 きらむ」 より転 じた語で 「将来 に対する見通 しを明 らか にした ことによ

ってそれ以上固執することを断念する」意であることが記されている。

これらの辞書の定義 を総括する と、「明 らめ」は 「明 らかにする、はっき りさせる」 という意味であ

り、「諦め」 は 「望むことがかなわない と分かって(明 らめて)、 望むのをやめる、断念する」 という意

味であると言えるだろ う。では、「あきらめ」体験 の語 りのなかでは、そのような辞書による定義 は、

果た してその体験 の中に生 きた意味 として見出せるのかを、「明らめ」「諦め」それぞれについて検討 し

てい きたい。

(2)「 明 らめ」=「 あ きらめ」なければならないことを知る(明 らめる)こ と

まず、5人 の方が 「あ きらめ」た経験 をどのように語っているのか をみてみることに したい。Aさ ん

は 「起 こった事だからどう しようもない」 と語 り、Bさ ん とEさ んは 「あ きらめないと仕方がない」 と

語 り、 またCさ んは 「交通事故 にで も遭 ったと思ってあ きらめてます」 と語った。 さらに、Dさ んは

「努力 してもどうなるもんで もない し、直せ るものではないですか ら」 と語つている。 ここで彼女たち

に共通 してい るのは、「あ きらめなければならない」 ことを知 って しまったということであ り、そ うす

る しか 「仕方が ない」 ことを知 っている とい うことである。Dさ んは小 さい頃か ら病気 であったが、

「あ きらめ」たのは、自分の病気のことを調べ、その病気 について 「知 った」20代 であ ると語った。A

さん も病気が 「これ以上には回復 しない と言われた」時、それは 「あ きらめ」体験 となった。 さらにB

さんの 「治って しまえば良いんですけ ど。治って しまわないから。」の語 りには、治 って しまわないこ

とを 「知 って」いるから 「あ きらめ」なければならない ことが端的に示 されている。

これ らのことから分かるように、やは り 「あきらめ」体験の契機は 「事情や理由を明らかにすること」

つ まり 「知ること」であるとい うことが、それこそ明 らかになるわけだが、体験の中から考 えてみると、

「知 るこ.と」が何故 「あ きらめ」 となるのであろうか。それは知ってしまうと、私たちは二度 と知 らな

か ったときには戻れないか らではないか と筆者 には思われる。柄谷 は 「言葉 と悲劇(1999)」 の 中で、

悲劇 を悲劇たらしめているのは、 くりかえすことので きない一回性であると述べてお り、 また悲劇は出

来事 の悲惨 さとは無関係であ り、む しろ認識の問題 であることについて言及 しているが、「あ きらめ」

において もDさ んが 「「あ きらめ』 とは変 えられないことに対 して使 うような感 じ、あ ります」 と述べ

るように、それが一回性であ り、「あきらめ」なければならないことを認識することか ら出発 すること

において、それは悲劇的であるといえるだろ う。 もちろん、「あ きらめ」体験 にも様々なレベルがあ り、

すべてがすべて悲劇的 というわけではない。Bさ んが語るように同 じ 「あ きらめ」体験で も、 どれだけ

自分 にとって重大か とい う点 において、「他 と重みが違 う」体験が悲劇的 な 「あきらめ」 であるといえ

るだろう。

「あ きらめ」概念 について、過去の体験想起に よるイメージ変化 をSD法 によって検討 した結果、「あ

きらめ」体験想起後はイメージがポジテ ィブな方向へ変化する一方、同時に 「重い」「きびしい」「辛い」

という方向へ も変化 していた ことが見出 されたが(稲 月2001a、2001b)、 これ らもまた 「知る」 こと

が もう元へは戻れず、や り直 しの きかない一 回性の ものであるとい う現実 にもよっているように思われ

る。以前 「あきらめ」体験の想起が痛みを伴 うのは何故かを考えるにあたり、それは 「死にきらない物

語」であり、仮定法過去の形で現在 も生 き続けていることをその依拠 としたが、ここで さらに 「あ きら

め」ること自体に、二度 と元には戻 らない とい うことを 「知る」 ことの悲劇性があ り、その悲劇性ゆえ

の痛みがあることが明 らかになって くる。この ように 「あきらめ」 においての情緒的反応は、辛 く悲 し
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い とい う痛みを伴 うものであるが、その痛みには多層 的要因があることが推測 される。今後 も検討を続

けてい く必要のある点 だが、 ここではその悲劇性 による痛みについて言及するにとどめ、次 に 「諦め」

について考えてい くこととする。.

(3)「 諦め」 ないこと=「 望む」ことによって 「あ きらめ」てい られること

辞書的定義 と 「あ きらめ」体験 における 「あ きらめ」の意味 を比較検討 した結果、「明 らめ」につい

ては、 どちらも 「あ きらめなければならないと言 う道理 を知る(明 らめる)」 ことが 「あきらめ」 の契

機 となることが分かった。では 「諦め=望 むのをやめる」については どうであろうか。

「あ きらめ」体験 においては、Cさ んが 「やっぱ り今でも、少 しずつでも聴力が戻 って くるのではな

いかな、と思 った り」 と語った り、Eさ んが 「どれだけ生 きるのか記録 を作 りたい」 と語る ように、実

際のところ、心境 として 「諦め」はなかなかやってこないようである。 しか しその一方で、彼女たちは

望むことによって、「あ きらめ」なが らも生 きてい くことがで きるようにも思われる。本調査 において

取 り上げた5人 の女性の 「あ きらめ」体験 に共通するのは、その病気が過去の ものとして片付け られる

病気やけがではなく、今 もなお悩 まされる 日々の続 く病気であることである。筆者は彼女たちに直接会

い、お話 を伺 ったわけだが、Eさ ん以外の方 はお話 を伺 うまで外見か らは病気のことを知ることがで き

なかった。そのような外見的には他 と変わ らないことは、彼女たちが最 も重大な 「あきらめ」体験 とし

て自身の病気 をあげる上での重要な要因なのか もしれない。完治 とい う形で病気 と別れることな く、何

らかの社会的身体的ハ ンデを背負いなが ら、 しか し外見は病気以前 と変 わらないまま、彼女たちは生活

を送っている。 しか し、外見が他の人々と変わ らないからこそ、彼女たちは、例 えばCさ んの世間話の

エピソー ドに見 られるような、他の人々との些細なズレの中で、その違いを何度 も意識す ることになる。

そ して、Cさ んが 「あ きらめ」の意味を 「自分 に言い聞かせ る」 と言ったように、そのような違いを意

識することによって、病気は 「あ きらめなければならない」 ことであることを何度 も確認させられてい

るようである。そこでは 「あ きらめ」 によって、他の人 との連続性 を切 られ、また病気以前の自分 との

連続性 も切 られることとが生 じ、「切 る」 ことは一度ではな く、何度 もくり返 し行なわれることになる。

しか しその一方で、「いつかは回復するかもしれない」 とい う望みがつ なが っているからこそ、彼女た

ちは 「あきらめ」 を抱 えていられるようにも思われる。北山(2000)は 「あ きらめ」について以下のよ

うに述べている。

問題 は 『あ きらめる』か 『あきらめない』かではな く、その両方、つまり、アル ものはナクナルけれ

ど、ナクナルとまたアル、 という感覚である。アル とナイとを抱 き合わせで体験する しかな く、だから

ふつ うは、つ まり特別な場合を除いて、『あきらめた』と言う人は 『あきらめてはいない』 し、『あ きら

めないそ』 と言 う入も半分 『あ きらめている』のではないか。臨床では、この両方が体験で きることを

目指す。あきらめの悪い人が、『あ きらめたけど、本当はまだあきらめていないんですよ』と言 うとき、

無理な く感 じるのは 『あきらめ半分』の安定感である。(142-143頁)

この指摘の ように、「明 らめ」てはいるが望むことはやめない と言 う点で 「諦 め」てはい ないこと、

しか しすで に 「あ きらめ」体験 としてその体験 を語れる距離 を持 っていること、が彼女たちの 「あきら

め」体験か らみられる 「あ きらめ」の形 だと言える。

「きっぱ りと」「さっぱりと」 といった形容詞は、「あ きらめる」の上 によく用い られるものであるが、

これは 「あ きらめ」の 「切る」 ものとしての心理的意味がはっ きりと示 された ものであると言えよう。

人は 「あ きらめ」なければならないことを知ると、知る前には戻 れない。そこで一度私たちは人生の上

で連続性を断ち、その 「あ きらめ」について、新たにいかに整理 をつけてい くかの心的作業に取 り組む

こととなるのである。 しか し、「切る」意味のみで 「あ きらめ」が成立するか否か については、それが

いかに重大な 「あ きらめ」であったのか、あるいは恋愛や進路な ど、新たなものが待 ち受ける 「あきら

め」の場合なのか、それ ともその喪失は二度 と回復で きない場合であるのか、などによって異なって く

るものであろう。重大であればあるほど、あるいはその回復が困難なものであればあるほど、そこに同



242 稲 月 聡 子

時に 「諦め」ず、望み を 「つな ぐ」 とい う意味がなければ、「あ きらめ」は成立 しないのではないかと

思 われる。また、たとえ新たな対象 によって回復可能である場合で も 「きっぱ りとあ きらめる」ことな

どはなかなか出来るものではな く、やは り理想の形 として提示されているのではないかとさえ見 ること

がで きる。9心理学 的にいえば、下手をすればそれは、「否認」や 「合理化」である可能性す らある。方

向としては 「明らめ」、「諦め」へ と向かってい くものであるのは確 かだが、到達点 にのみ着 目するので

はなく、そのプロセスが しっか りとたどられているかどうかが、心理的には重要なのではないだろうか。

そ してそのプロセスの中では、「諦め」ない ことによって、「明らめ」た ものへの思いは望みとしてつな

がれ、今 まさに生 きられているかどうかが、 プロセスをしっか りと辿っているか否かの大 きな判断材料

となるのではないだろうか。

ただ、前提条件 としてある意味 しっか りと 「切 る」 ことがで きているか らこそ、それは 「あ きらめ」

体験 としてあげられているのだ、ということは留意すべ き点である。そ して、その 「切 る」痛みをきち

んと引 き受けてい なければ、「あ きらめ」は生 きられたことにはな らないのであ る。 きれいな 「諦め」

には、何 らかの心的防衛 にす ぎない可能性や、それその ものが問題であることが危険性 として考 えられ

ることを前に も少 し触れたが、以下にこの問題 を項 を改めて考えたい。

(4)「 語 り」が 「騙 り」 にならない こと

5人 の中でもEさ んは、すでにガンの末期 であ ることを 「知 って」 いる状態 にあ り、客観的 に考 える

と彼女は死の受容の過程 にいるわけであるが、その中で彼女は死を受容 しているか と言 えば、病気のこ

とは 「専門家に任せて」「一番恐 ろしいガンの話はいた しません」 と言いなが ら、「別れるたびにもう一

度会えるかな と思いなが らバ イバイと言います」 と語ってお り、安 らかな受容の過程ではな く、毎 日が

揺れの中にあるようであった。そ して、彼女の 「私はどれだけ生 きるか記録 を作 りたい」という語 りは、

筆者に大 きなインパ ク トを与 えるものであ り、非常 にリアルなものであった。一般 に死の受容 には段階

が設けられてお り、それをプロセス として経なが ら受容 にいたるように考 えられている(ロ ス1971他)。

もちろん死 を受容 し、生を終える方 も多 くおられるだろう。しか し、あまりにも受容 を重視することは、

「美 しい物語」 として表層 のみ を辿っているに過 ぎない危険性 をは らんでいる。これは 「諦め」 という

境地がむしろ理想であるために、その辛さや痛み を感 じることな く、「諦 めてむ しろ良か った」 という

安易 な意味付 けに終わって しまうとき、その道理は 「明 らめ」 られたわけではな く、その痛みは生 きら

れていないことがあるのと同 じである。そ して、「美 しいだけの物語」が虚構に過 ぎない と言 う危険性

は心理療法の中で も言えることである。

河合(1998)は 、 心理療法では神経症的な物語に対 して、それを見通 してい くと同時に新 しい物語 を

見出す ことが治療であることを述べる一方で、その物語が魂の生み出 した現実であると同時に、 ファン

タジーとして虚構や嘘をも含んでいる問題点 を指摘する。河合はその中で、新たな物語 を探 し、作 るこ

とが本当に治療的であるのかどうかの再考 を促す。河合によれば、物語 は自然科学的思考 と異なる よう

に見 えて、実は因果的思考にはまって擬似 自然科学 にな りやすいこと、 自我の満足になりやすいことを

示唆する。その上で物語の本質は変化 し展開す ることではな く、繰 り返 されることにあることを提示 し、

反復 されることによって生ず る微妙なずれや差異 に注 目すること、物語の構造 を弁証法的に捉 えなおす

ことの重要性 を指摘する。

「あきらめ」体験に則 して考えていけば、「あ きらめ」の心理的意味 を考 えてい く時、一般的な否定

的概念へ の新たな意義の提示 として、「あきらめることは良い ことだ」「あ きらめることによって前に進

めるのだ」な どといったポジテ ィブな意義が提示 されやすい。 しか し、重要なのは 「あ きらめ」体験に

おいては くり返 しくり返 し 「あきらめなければならないこ と」を知 りなが ら、その一方で 「あ きらめ」

た くない とい う気持 ちを抱いてお り、そのどうにもならない気持ちか ら、新たな動 きがある日生 まれて

い くことなのである。それは 「あきらめることによって前 に進める」 とい うよりはむ しろ 「あ きらめな

ければ前には進めない」 と知 りなが ら、それでも 「あきらめ」た くない気持 ちも同時に抱 えていくこと

であ り、この時因果的に考えること、安易 に肯定的意味 を添えることはむしろ 「あ きらめ」 を 「美 しい

だけの」物語 として形骸化 し、過去の もの として死なせ てしまうことにな りかねない。Eさ んはガンの
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末期 であるという状況 を 「悲 しいです」 と語る一方で、生 きる望みを捨て ようとは しない。その 「あき

らめ」 たくない気持 ちは、死の受容ができていない と否定的に捉えられた り、美 しい物語から外れる部

分であるとタブー視 されるべきではな く、その 「あ きらめ」 きれない辛さを くり返 し体験 しなければな

らない ところに私たちは着 目すべ きではないだろ うか。奇 しくもEさ んは 「『あ きらめ』は小 さなもの

の連続です」 と語 られたが、多 くのイ ンタビューに見 られた ように、一つの重大 な 「あ きらめ」は小 さ

な 「あきらめ」 を日常に引 き起 こし、そのつど 「明 らめ」、「諦め」 ることを迫る。 しか し 「諦め」の境

地に至るのはなかなか困難で 「自分 に言い聞かせながら」、「自分 だけで はないんだな」 と思いなが ら、

その時その時をや り過 ごしてい く中で、何 らかの洞察やその 「あ きらめ」体験に個人の意味が付与 され

てい くことが、多 くの 「あ きらめ」体験なのではないか と思われる。村上春樹は謎は とくのではな く、

それ を潜 り抜 けることが大事である と述べ ているがD、 「あ きらめ」体験 において も、それは人生の上

で何度 も生 じて くるものであ り、容易 にその意味 を得ることはで きないが、何 らかの形でそれを潜 り抜

けることがで きた時、その意味は生 じて くるので はないだろうか。 この ように、「あ きらめ」体験 の

「切 る」 ことと 「つな ぐ」ことを くり返 しなが ら、過去の体験か ら付与 される 「あ きらめ」の意味は何

度 もその時の状況によって新たな意味を持 ちつつ、 しか し 「明 らめ」 「諦め」の方向へ と変化 してい く

ものであると捉 えてお くことが必要なのではないかと考える。

(5)「 み に くい自分」を生 きること

本稿で対象 としている方々は、何 らかの選択肢のうちか ら一つを選んだ とい うわけではなく、病気 と

いう、それ しかない状況の中で 「あ きらめ」なければならなかった方たちであるが、興味深いのは、B

さんやEさ んが、何 を 「あぎらめ」 たのかという筆者の問い に対 し、「病気 じゃなかった時のこと」「生

きること」と答 えていることである。これは 「そうであ りたい自分ではい られない こと」を 「あきらめ」

た結果、「あ きらめ」の対象 として 「そ うであ りたい 自分」 をあげている とい うことである。つま り、

今の自分はある意味で 「そ うであ りた くない自分」であ り、「そ うであ りたい自分」の反対であること

から 「みに くい自分」であることが分かる。北山(1997)の 指摘するように、「みにくい」 とは 「醜い」

ことであ り、「見 にくい」 ことである。筆者 は 「あきらめ」 について考えてい く上で、「見るなの禁止」

とい うイメージを重視する ようになったが、ここでは十分な考察には至 らない ものの、彼女たちの語 り

をもとに、「見るなの禁止」 と 「あきらめ」 について考え、今後の方向性 を探 りたい。

「見 るなの禁止」は 日本の昔話のモチーフの一つとしてはあま りに も有名であ り、多 くの臨床心理学

者においても言及されている。例 えば、河合(1982)は 「見 るなの座敷」の話型 に注 目し、 日本人論 を

展開 している。そこでは、「見るなの禁止」が破 られた後の展開が文化比較によって論 じられ、西洋で

は幸福な結婚という結合の形で終わることが多いのに対 し、日本では禁止を破 られた女性が立ち去る形

で物語が終わることに、西洋 と日本における自我の違い、意識構造の違いについての論考 を行なってい

る。また、北山(1997)は 、 母子関係の中でこの 「見るなの禁止」を取 り上げ、母親の 「醜 いもの」を

見ることを禁止するのが 「見るなの禁止」であ ることを指摘 し、早期の母子関係 を重視 した視点か ら、

日本の昔話の構造 を分析 している。 このように様 々な観点か ら 「見 るなの禁止」は論 じられているが、

ここでは秋田(2001)と 河 合(1998、2001)の 述べ る 「見るなの禁止」に関する論 を取 り上げ、彼女た

ちの 「あ きらめ」体験 を考 えてみたい。

秋田(2001)は 、 「見るなの禁止」 を破 ると言うことは、女性の禁止を破 ること、 ひいては魂の禁止

を破 ることであることに言及 し、その結果 もたらされた決定的な欠落感は回復 されることはないが、こ

の回復 されることのない空虚 を生 き抜 くことで、自らを成 り立たせるのがDisfiguredHeroで あ ると し、

自論 を展開 している。そ して 「見るなの禁止」 を 「『鶴女房』 において鶴は去ってい き、『竹取物語』に

おいてかぐや姫は月に帰る。残 された者には決定的な欠落感 と空虚感が残 る。そ してその時こそ 『罪を

得る』ための、一生のうちそ う度々はない可能性 の時で もあ るのだ。そ してそれぞれの欠落、それぞれ

に異なる宿業 に立 ち向かおうとする時、その大 きな苦 しみのなかから個別性が開け始める(143頁)」 と

して捉 えている。 ここで彼女たちの語 りに戻 ってみると、去 っていったのは 「そ うであ りたい 自分」で

あ り、残 されたのは喪失を抱えた 「醜い(見 にくい)自 分」であると言える。「みに くい自分」 を生 き
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ることを余儀 なくされることは、秋 田の指摘するように、大 きな苦 しみを抱えることとであろう。 しか

し、それによって自分 自身のことを考えた り、周囲 との関係性 に彼女たちはもう一度思い を馳せ ること

がで きるようになっている。Eさ んは 「今良か ったと思うことは、子 どもの愛 を確かめることが出来 た

こと」と語っているが、Eさ んにとって も 「みにくい自分」 を生 きる時、今まで とは異なる視野が開け、

もう一度 自身 を見つめ直す きっかけともなっているようである。

筆者の イメージでは、「見 るなの禁止」を破 るとは、「見 にくい自分」 と出会い、それを引き受けてい

くことである ように思われる。前述の通 り、病気 を得 ただけでは、それは 「あきらめ」 とはな らない。

病気 を得て、それ と共に生 きていかなけれ ばいけないことを 「知 った」 時、つ まり 「明らめた」時、

「見るなの禁止」 は破 られ 「開かれる」のである。秋田(2001)は 「開け」 を可能性が展開 し始めるこ

とである とするが、「あきらめ」体験 によって開かれた向こうにあるのは、心理療法 と同様平坦な道で

はない。 「見 るなの禁止」の向こうにいるのは病気を得た 「見に くい」 自分である。昔話では異類の女

房は 「見るなの禁止」 を破 られた後、その場 を去 ってい くが、彼女 たちにとっての 「見 にくい」 もので

ある 「病気 を得 た自分」 は、去 ってい くのではな く、それとして生 きることを強いて くる。去っていっ

た ものへの思いを馳せなが らも、自身はそこで 「見に くい」 もの として生 きてい くことが、「あ きらめ」

体験によって得 られるものであるが、これをどう生 きてい くかは、そ こか らの プロセスによって大 きく

意味が異なって くる ものだ と思われる。

最後に、 この 「見 るなの禁止」に関する今後の方向性 を提示 してお きたい。「あきらめ」体験におけ

る 「見るなの禁止」 においては、「あ きらめ」た対象 は受容あるいは統合 とい う形で 「あ きらめ」 た人

の中にとどまるのではな く、去 って しまう。 しかし、そのようにして去ることによって 「あきらめ」た

ことのは存在価値は心の中にとどまるようである。河合(2001)は 「うぐいすの里」や 「鶴女房」など、

異界の世界の異性 との結合に失敗する物語をあげ、その意味をイニシエーシ ョンの否定の重要性から述

べている。これらの物語では 「見 るなの禁止」 は破 られ、異類の女性は去って しまう。シャーマ ンのイ

ニシエーシ ョンに、異界 に住む自分の守護霊 を獲得することが含まれているとすると、女性が立ち去っ

て しまうことは、イニシエーションの失敗 と言うことになるかもしれない。 しか し、この世にとどめ ら

れないか らこそ、異類 としての女性の存在価値 は保持 されるのであ り、また禁を破ってのぞかなかった

ならば、対象に対す る愛やコミットは成立 しない。河合は、結合 してお り、本当の関心が存在するか ら

こそ主人公は禁を破 るのであ り、それによって異類 の女房がいな くなるのは、単 なる消滅ではなくて、

のぞ くことによって異類の女房 を自分の本来の場所 である異界に送 り返 してあげるのだと述べる。「あ

きらめ」において も、同様の意味が見出 されるか どうかは、今後検討 してい くべ き点であろ う。 また、

シャーマ ンのイニシエーションにおいて、自分の身体は解体され、喪失 されるわけであるが、そ うする

ことによって、つま り自分を犠牲 にささげ、自分の消滅 を見 るのが主体の成立なのであるとした ら、彼

女たちの 「あ きらめ」体験 も、 また自身の 「あ りたかった姿」 を犠牲 にささげることによって主体 を成

立 させてい く一つのあ り方であるということも考えられる。この点についても、紙数の都合や考察の不

十分 さがあるので、 また機 を改めて述べることとし、本稿ではその方向性を示すにとどめたい。

おわ りに

本稿では 「あきらめ」概念 における心理的意味の研究の一つ として、昨年の 「つなぐ」 ものとしての意味

に続 き、「切 る」 もの としての意味 を、「明 らめ」「諦め」それぞれの辞書的定義の意味 と、インタビュー

調査 にみられる 「あ きらめ」体験の中で見出された意味 との比較 によって検討 した。最近では、臨床場面

において 「あきらめ」の在 り方 も、人生の どの局面での ものかによって も少 しずつ様相が異 なるような印

象を受 けることが多い。今後は、 より臨床場面に即 した形で 「あ きらめ」の心理的意味 を考 えていければ

と考える。
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1)村 上春樹が、新潮社の 「海辺のカブ涛」HPの 中で読者の感想に答え、述べているもの。
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AStudyon``Akh・ame"

:Themeaningof"Akhame",esp㏄ially``separating"

INATSUKISatoko

Thepurposeofthispaperistoexaminethemeaningof"Akirame"especiallyas"separating",based

ontheresponsestothequestionnaireandtheinterviews.Intheinterviews,the壼ntervieweesregardtheirown

chronicdiseaseasthemostimpoltant"Akirame"experiencein .theirlives。Theauthorexaminesthedifference

betweenthedefinitionprov篁dedinthedictionaryandthedefinitiongiventhroughtheirownexperiences.Thetwo

haveacommonpoint.Itisthetragicaspectthat"Akirame"istoknowthatpeoplecanneverbebacktotleir

past.Intheirordinarylife,againandagain,theyfacetothesituationthattheyhavetodo.``Akirame"because

oftheirdisease,theyknowthattheirlifeischangedbytheirdiseaseandtheycanneverbebacktothe量ifewithout

theirdisease.Thisisthemeaningof"Akirame"as"separating",thqtis,theyseparatefromtheircontinuityin

their1韮feorpreviousre匠ationwithothers.AndIhen,theremembranceofthe"Akirame"experiencescallsback

ひ 　 り 　 ロコ 　 コ
thelrpainfUIemotion.Ontheotherhand,inthedictionaryAkirameisdefinedas!'eslgnlng,however,1n

theiractuallifetheywillnotresignbutlivewithhopingthattheymightrecoverfromtheirchronicdisease.Andthis

hopeallowsthemtolivethroughwiththeirdisease.

Lastly,theauthorreferstothepresenttendencyin"Akirame"stodes.Wetendtomakethepast

"Aki
rame"storiesbeautifuloridealized,b戚itmightcausetheproblemthatwewillseethesurfaceofthisstory

andwewillnotquestion量tsdeeperlevelornot.Theauthorconcludesthatwehavetopayattentiontothe鉛ctthe

"Akirame"storiesisn
otpast,butstillaliveinthe孟rlifewithsomepain.


